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広島県西条盆地南部の第四系の層序

水野清秀＊南木睦彦＊＊

MlzuNo，K．and　MINAKI，M．（1986）Stratigraphy　ofthe　Quatemary　deposits　in　southem　part　of

　　the　S鋤o　Basin，Hiroshima　Pre免cture，Japan．B認080ムSμ7∂。ノψ朋，vol．37（4），p．183－200．

Abstract＝In　and　around　the　S両o　Basinシsouthem　part　of　Hiroshima　Prefbcture，the　Qμatemary

deposits　are　widely　distributed．This　paper　presents　the　results　ofstratigraphical　investigations　ofthe

伽aternary　deposits　especially　in　southern　part　ofthe　Sa麺o　Basin・

　　The　Qμatemary　deposits　are　composed　of　the　Sa璽o　Formation，terrace　deposits，fan－talus

deposits　and　All“vium。The　S司o　Formation　consists　of　a　sequence　of　fluvial　and　lacustrine

sediments，mainly　altemation　ofsilt　and　sand，and　partly　graveL　Thin　beds　containing　plant£ossils

are　abundantly　intercalated，andtwovolcanic　ashlayers　are　traceable　to　some　extent，Most　ofplant

macrofbssil　assemblages　ofthe　fbrmation　are　characterized　by　the　predominance　ofconi色rs，butthey

do　not　include　elements　of　theルf伽吻諭αflora．The　age　of　the　Sa麺o　Formation　is　estimated　to　be

O．7－0。5Ma，basedonthecorrelationofvolcanicashes，plantmacrofossilassemblagesandsoon。Ter－

race　deposits　and　fan－talus　deposits，which　are　divided　into　the　older　and　the　younger，are　mainly

composed　ofsand　and　gravel，and　uncomformably　overlie　the　Sa弓o　Formation，and　those　age　is　the

Late　Pleistocene。Alluvium，which　consists　ofsilt，sand　and　gravel，is　distributed　narrowly　along　the

nvers．

1．はじめに

　広島県南部の西条盆地及び黒瀬盆地には，第四系が広

く分布している（第1図）．これらの地層は，「西条湖成

層」（橋本・楠見，1958〉あるいは「西条砂礫層」（多井，

1964）と呼ばれ，特に西条盆地において，層序，古植物，

古地理，粘土鉱床など多くの研究が行なわれてきた．

　橋本・楠見（1958）は，西条盆地に分布する地層を「西

条湖成層」と命名し，さらに上部層と下部層に区分し

た．上，下部層の関係は，一部整合，一部非整合とされ

ている．多井（真964）は，西条盆地の第四系を一括して

「西条砂礫層」と呼び，西条盆地の東部高屋町周辺や黒

瀬盆地等の第四系と対比した，西条盆地では，古くから

植物化石の産出が知られており，MIKI（1956），粉川

（1962b）によって若干の種類が報告されている。ただ

し，産出層準についての詳細な記述はされていない．粉

川（1962a，b）は，植物化石群集及びミツガシワ化石の計

測値を基にして，西条湖成層を近畿地方の代表的な鮮新

一更新統である大阪層群の最上部（満池谷層）に対比して

いる．福原（1977）は，西条湖成層の花粉分析を行ない，

少なくとも3回の寒冷期，温暖期の繰り返しがあること

＊環境地質部　料大阪市立大学生物学教室

を述べている．この他，橋本・楠見（1962）や藤井・福原

（1977）は，礫種，礫径，古流向等の堆積学的な研究か

ら，礫が盆地の周辺から中心部へと供給されたことを明

らかにしている．藤井（1967）は，西条湖成層中の粘土鉱

床の調査を行ない，詳細な地質柱状図を示している．

　筆者のうち水野は，西条盆地及び黒瀬盆地の第四系に

っいて，堆積物の作る地形面の状態，堆積物の固結度や

風化度，鍵層である火山灰層等をもとに，層序の確立に

重点を置いて地質調査を行なった．その結果，西条湖成

層がさまざまな年代の堆積物を含んでいることがわかっ

た．すなわち，西条湖成層は，盆地を埋積する一連の地

層と，それを不整合に覆う段丘堆積物及び扇状地・崖錐

堆積物からなり，後者はさらに細分される．橋本・楠見

（1958）の定義した，下部層，上部層が，それぞれ前者及

び後者に正確に対応するかどうかは明らかではない．ま

た研究者によっては沖積層も西条湖成層に含められてい

る．従って，これらの地層を同一名称「西条湖成層」と

呼ぶのは，多くの混乱をまねくことになるので，「西条

湖成層」という名称は用いないことにした．そして段丘

堆積物及び扇状地・崖錐堆積物に不整合に覆われる一連

の地層を独立させて，「西条層」という名称を与えた（東

元ほか，1985）．

　黒瀬盆地における各地層の層序関係や分布についての
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調査結果は，すでに東元ほか（1985）で報告した．しか

し，西条盆地にっいての記載はまだであり，また西条湖

成層に関する従来の報告は，ほとんどが西条盆地南部に

集中するので，模式地である西条盆地南部の層序を記載

する必要がある．本論文の目的は，まず第1に，西条盆

地南部に分布する「西条湖成層」を構成する地層につい

て，その層序関係，各地層の特徴及び分布を記載するこ

とにある．そして第2に，黒瀬盆地などの周辺地域の第

四系との対比や，各地層の堆積年代について検討するこ

とである．基盤岩類や沖積層については詳しく述べな

い．またそれぞれの地層の堆積環境や地質構造及びこれ

らを総括した古地理の変遷については，ほんの少しふれ

る程度である．これらの研究は極めて重要であり，今後

のテーマであるが，本論文はその基礎となるものと考え

る．

　一方，西条層からは多数の大型植物化石が産出してお

り，その群集を検討することは，年代学的にも古環境の一

復元という点でも重要である．筆者のうち南木は，西条

層から多数の大型植物化石を採集し，その化石群集につ

いて検討した．黒瀬盆地からの産出化石は東元ほか

（1985）にまとめられている．本論文では，従来の報告と

あわせて，西条盆地南部からの産出化石の記載を行う．

西条層の植物化石群集や，それに基く古植生の変遷等に

っいては1黒瀬盆地を含めて別稿で詳しく報告する予定

である．

　この研究を進めるにあたって，大阪市立大学生物学教

室，粉川昭平教授，辻誠一郎博士には，植物化石に関し

て有益なご助言を頂くと同時に，粗稿に目を通して頂い

た．また粉川昭平教授からは，西条盆地における植物化

石の未公表資料を提供して頂いた．同大学地学教室，吉

川周作博士には，大阪層群の火山灰層のサンプルを提供

して頂いた．心から感謝申し上げる．また，火山ガラス

及び斜方輝石の屈折率の測定にあたっては，地質調査所

環境地質部遠藤秀典技官の協力を得た．

2。地形・地質概説

　西条盆地は，広島県の南部，広島市の東約20kmに

位置し，東西及び南北約10kmの広さを有する．

　盆地周辺の山地は，標高350－500mほどで比較的定

高性があり，花崩岩及び石英斑岩・流紋岩類からなって

いる．

　盆地の中央部には，花崩岩からなる標高300－350m

ほどの山地があり，これらを取り巻くように，標高

200－250mの低地，台地及び丘陵地が広がっている．黒

瀬川の支流である数本の小河川が，盆地を横断してい

る．これらの河川は盆地南部で合流し，黒瀬盆地をへて

瀬戸内海へ注いでいる．西条盆地の北半部に位置する西

条市街を中心とする地域は，主として河川から供給され

た堆積物によって堆積された沖積低地からなり，盆地北

縁の山地との境界付近には，小規模な丘陵地が見られ

る．盆地の南半部には，台地や丘陵地が広く分布してい

る．盆地北半部と南半部の境界付近には，河床の標高が
　　　　　　　　　　　　　あずまご急激に変わるところがあり，特に東子（第3図）には落差

20mほどの滝が見られる．これを境に，南側の台地や

丘陵地は開析されていて，特に古河川流域（第3図）では

著しい．台地や丘陵地は未固結の地層からなっていて，

これらの地層がいわゆる西条湖成層であり，河川成また

は湖沼成の堆積物である西条層と，これを不整合に覆う

河川成の段丘堆積物から構成されている．段丘堆積物の

堆積面は，比較的保存されている．盆地南側の山地との

境界部には，ところどころに扇状地成または崖錐成の堆

積物が分布している．段丘堆積物と扇状地・崖錐堆積物

は地形面や堆積物の特徴によって区分されたもので，ほ

ぼ同時期の堆積物であり，これらは新旧2群に区分で

き，それぞれ上位及び下位段丘堆積物，古期及び新期扇

状地・崖錐堆積物と呼ぶ．

　各地層の層序関係や年代にっいては，3，4，5章で詳

しく述べるが，その要約は第2図に示される．

3．地質各説

　3．1基盤岩類

　古河川周辺地域の基盤岩は，粗粒一細粒黒雲母花商岩
　　　　　　　ふたがみ
からなる．さらに二神から東子の北部の山地も，黒雲母

花嵩岩から構成されている．また今田の南部には，花嵩

斑岩が分布している，柏原の西方や森近から上郷の東方

の山地は，緻密な石英斑岩及び流紋岩類からなってい

る．これらの岩石の年代は，後期白亜紀と推定されてい

る（東元ほか，1985ほか）．

　花嵩斑岩や石英斑岩・流紋岩類が比較的新鮮であるの

に対し，花嵩岩は風化し脆くなっていることが多く，盆

地内の西条層や段丘堆積物と接触している部分では，長

石が粘土鉱物化していることが多い．詳細は後述する

が，西条層には粗粒のアルコース砂が多量に含まれてい

る．これらは，こうした周辺地域の花崩岩から主として

供給されたものと考えられる．また西条層や段丘堆積物

中の礫は，一般に流紋岩類が花闇岩よりも多いが，これ

は流紋岩類が花崩岩に比べて細かく砕かれにくいことが

理由のひとつであると考えられる．

　3．2西条騰

　西条層（東元ほか，1985）は，西条盆地及び黒瀬盆地周
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地質年代
年代
（万年） 西　条　盆　地　南　部 対比及び参考にされる地層

完新世

0
1
2
1
0
2
0
5
0
7
0
1
0
0

一姶良陥火山灰層一

沖　　積　　層

　扇
　状
　摯

堆崖
積錐
物

新
期
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
占
期

更
　
新
　
世

後
期

下位段丘堆積物（火山灰層挟む）

上位段丘堆積物
下末吉　層

中
期 大

阪
層
群

．1二

部西条層（今田・岡郷火山灰層挟む）
栂火山灰層

前
期

下
部

メタセコイア

　植物群

第2図　第四系の層序及び対比図

塗

辺に分布し，丘陵地及び台地を構成する未固結一連の堆

積物であり，段丘堆積物，扇状地・崖錐堆積物に不整合

に覆われるものである．

　3．2，1　層序及び層相

　西条層は西条盆地南部に広く分布していて，台地及び

丘陵地の大部分を構成している．河川成または小規模な

湖沼成の堆積物である．基盤岩である花崩岩，流紋岩類

を不整合に覆い，多くの地域では，段丘堆積物，扇状地

・崖錐堆積物及び沖積層に不整合に覆われる．吉川から

昼原にかけての地域及び森近から上郷にかけての地域で

は，西条層を覆う堆積物は分布していない．これらの地

域では，西条層の作る丘陵は開析され，堆積面は保存さ

れていない．

　西条層の層厚は全体で約40mであり，シルト層，砂

層，礫層から構成され，薄い砂層，シルト層の互層が主

体である．層相の側方変化が激しく，単層は連続しな

い．多数の植物化石を含む層や，少なくとも5枚の火山

灰層を挟有する（第3図，第4図）．地層の傾斜は極めて

緩やかである．

　層相は，昼原から二神にかけての地域，柏原から今

田，古河にかけての地域及び呉市貯水池の南部では，ア

ルコース粗粒砂層主体の淘汰の悪い砂層とシルト層の不

規則な細互層からなる．厚さ10cm－1mの亜炭層や植

物化石を含む砂層一シルト層を挟むことが多い．単層は

側方への連続性が悪い．ただし，厚さ数10cmの2枚

の火山灰層は比較的連続して挟在する．これらの地域

は，一時的に小規模な湖沼または湿原になったが，安定

せず河川成の堆積物（主として粗粒砂層）に埋積されてし

まうようなところであったと推定される．吉川では，ア

ルコース粗粒砂層と中礫大の花嵩岩，流紋岩類の亜角礫

からなる礫層との互層が主体である．また東子付近と落

合から三升原さらに小滝原にかけての地域では，粗粒砂

層が優勢で，薄いシルト層と中礫大の礫層を挟む．これ

らは，主として河川成の堆積物と考えられる．一方森近

から上郷にかけては，中一大礫の流紋岩類の亜円一亜角

礫からなる厚い礫層が発達する．この地域は南部の黒瀬

盆地に連続する部分にあたり，礫層は両盆地をつなぐ河

川の堆積物と考えられる．

　地層の傾斜は，今田火山灰層を基準にすると，その標

高が二神や柏原北部で約210m，古河付近で205m前

後，今田で200m前後，上郷で200m前後であること

から，極めて緩やかである．西条層は，基盤岩類に対し

てアバットあるいはオーバーラップ不整合で接し，全体

として基盤の凹地やトラフ状の谷を埋めたような形で分

布する．

　3．2．2　火山灰層

　西条層中には，少なくとも5枚の火山灰層が挟在す

る．これらのうち比較的連続する火山灰層は，今田火山
　　　　おかごう
灰層及び岡郷火山灰層（東元ほか，1985）である（第3

図）．両火山灰層の諸特徴を第1表に示す．他の3枚の

火山灰層は，1－2地点のみで観察されたもので，いずれ

も厚さ20cm以下，白色一黄褐色で著しく風化し粘土

化している．

　今田火山灰麟

　最もよく連続する火山灰層で，西条盆地南部での鍵層

として重要である．柏原北部から古河，落合，今田にか

けての地域と二神及び上郷付近に分布する．落合付近で

は，基底から約20－25m上位に挟在し，全体として西
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条盆地南部の西条層のほぼ中部から少し上位に位置する

（第4図）．厚さ10－60cm，灰白色一黄褐色，中粒一細

粒1〉の火山灰層である．最下部及び中部は中粒で，結晶

粒が比較的多く，重鉱物がゴマシオ状に点在する．下部

及び上部は細粒で，火山ガラスが主体である．ガラスの

形状2）は，偏平型一中間型が多く，屈折率3）はn＝1．498

－1．501である．重鉱物は角閃石が多く，斜方輝石を少

量含む．斜方輝石の屈折率はγ＝1，702－1．709（モード

1．706－1．707）である．

　岡郷火山灰層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よし　今田火山灰層の6m前後上位にあり，柏原北部と吉
ごう

郷周辺及び呉市貯水池の南西に分布する．厚さ30－90

cm，灰白色，厚さ数cmの中粒層と細粒層の幾重にも

重なる互層である．火山ガラスが主体である．ガラスの

形状は中間型，粒状ガラスが主体で，褐色塊状ガラスを

多数含んでおり，屈折率はnニ1．500－1、502である，重

鉱物は斜方輝石，不透明鉱物が多く，また少量の黒雲母

を含む，斜方輝石の屈折率はγ＝1．699－1．707（モード

1．704－1．706）である．この火山灰層は，黒瀬盆地にも

広く分布していて，西条盆地と黒瀬盆地との西条層の層

序を対比する上で極めて重要である．

　3．2．3　植物化石

　産出麟準及び採集方法

　西条盆地南部の西条層中には，植物化石を含む層が多

数含まれている．これらは第4図に亜炭一炭質層として

示した．また植物化石を採集した層準は，M1－M41で

示した．

　球果などの大きな化石は現地で採集した．この他に堆

積物を持ち帰り，大きな化石を含むものでは2，000cm3

程度を，それを含まないものでは100－500cm3を水中で

砕き，ふるいを用いて化石を取り出した．最小ふるいの

目は0．25mmである．化石は種類毎に分け，1地点1

層準ごとにまとめられ，約70％のアルコールに浸して保

存されている．標本は大阪市立大学に保管されている．

1）火山灰層の粒度は，本論文では，中粒砂（粒径1／2－1／4mm）以上

の大きさが主体であるものを粗粒，細一極細粒砂（粒径1／を一1／16

mm）が主体であるものを中粒，シルトサイズが主体であるものを細
粒と呼ぶ．

2〉ガラスの形状は吉川（1976）による平板状で突起が少ない平滑な偏

平型，気泡を多く含み非常に密に突起が存在する多孔質型及びその

中聞的な性質の中間型とこれら3種に属さない「その他のガラス」

に相当する塊状・粒状ガラスに分類する．

3）　ガラス及び斜方輝石の屈折率は温度変化法（遠藤，1982）によるも

ので同一資料による測定誤差は最大およそ±0．0015である．中一後

期更新世の火山灰層の屈折率にっいて，他者の測定値と比較する

と，ガラスではYosHIKAwA（1984）とは±0，001の範囲でほぼ一致す

るが，町田・新井（1976），町田ほか（1980）とはほぼ同じか筆者らの

ほうが0・001低い値である，斜方輝石では諸報告とモードはほぼ一
致するがレンジは0．003またはそれ以上異なるものがある．
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o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表西条盆地南部西条層産大型植物化石一覧表

十：1個／cm3以上　＋：0．1～1個／cm3±：0．01～o．1個／cm3一：o．01個／cm3未満

B：芽　C：球果　CS：球果鱗片　Cu：殻斗　E：内果皮　F：果実　FB：果鱗　1：果実序　L：葉　M：大胞子MI：雄花序

試料番号のM1～41は南木標本番号の463～503に対応（大阪市立大学理学部生物学教室保管）．

S：種子　Sh：枝条　SS：短枝　YC：若い殻斗

産出地点・層準（上段L・c．下段M番号）と産出頻度

種 名
産出
部位 1 2　　4　　　6 8 10 11 12 13　　　14　　　16　　　　17　　　18　　19
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第2表（っづき）

産出地点・層準（上段Loc．下段M番号）と産出頻度

種 名
産出
部位 1 2　　を 6 8 10 11 12 13　　　14　　　16　　　　17　　　18　　19
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第2表（っづ’き）

産出地点・層準（上段L・c．下段M番号）と産出頻度

種 名
産出
部位 1 2　　4　　　6 8 10 11 12 13　　　14　　　16　　　　17　　　18　　19

123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839些041
ルf架πo伽　モクレン属

Eα磁解8傭c£pα770♂∫o弼65MIKIシキシママンサク近似種

Rめ螂キイチゴ属

P7観鰐5α」∫6∫加LINDL．スモモ

P　sect．P56％吻667伽螂　サクラ属サクラ節

Zα窺ho拶」蹴∫‘h勉ψ」勉窺S，etZ．イヌザンショウ

β観螂　ツゲ属

オ卿c£pα加蜘㎜THUNB．イロハモミジ近似種

S
F
E

S

E

E

E

S

L

F

十　　十 十　　十

±

±

　Z．カエデ属

　B鷹h躍臨　クマヤナギ属

　σo■側∫60π’70∂87躍HEMSLEY　ミズキ

　⑦噸Jo605sect．Pぬ7αハイノキ属サワフタギ節

　S夢7礁∫‘ψoπ加S、etZ．エゴノキ

　Er砿伽5窺απゐ伽7磁RUPR．ヤチダモ

herb草本
　醜」α4η8磁7躍o♂加伽SPRING　クラマゴケ

　＆　イワヒバ属

　み08∫65∫αρo競αA．BR．　ミズニラ

F

E

E

E

E

F

M
M
M ± ±一

±

±

正　ミズニラ属

勘α響伽ゴμ窺　ミクリ属

Ro伽og8‘oπc£廊枷6∫μ3A．BENN．ヒルムシロ近似種

P　c£67乞吻伽REGEL　et　MAAcK　コバノヒルムシロ近似種

P　ヒルムシロ属

ム吻廊A　イバラモ属A

ノ〉．B　イバラモ属B

亙．C　イバラモ属C

！V．D　イバラモ属D

M
E

E

E

E

S
S

S

S

±

±

±

十

±

十

± ±　　十一

±

十十　　十

± 十

　　　　±

十一　　十

十

±　　　±
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畑
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ヨ
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難

黙
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第2表（つづき）

産出地点・層準（上段Loc．下段M番号）と産出頻度

種 名
産出
部位 1 2　　4 6 8 10 11 12 13　　　14　　　16　　　　17　　　18　　19

1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041

オ」∫餓碗朋α」ぬ磁襯A．BR．etBOUCHEヘラオモダカ

Alismataceaeオモダカ科

B躯αスブタ属

㊤卿螂B　カヤツリグサ属B

O　C　カヤツリグサ属C

σE　カヤツリグサ属E

3‘融硲Aホタルイ属A

＆Bホタルイ属B

＆Cホタルイ属C
σα蹴c£4猛伽’FRANcH．et　SAvAT。オニスゲ近似種

F

S　　±十　±

S

F

F

F　±十＋＋

F　一十　　±
F　　　十

F

F　　　十十十

　　一±±±±一
　十　　十

　　十　　　一

±一±±±　±　十

一±±十±±±

　　　　十　　　十

十　　十

±一

±

　一　 一十　　一　　　　十一

±十±±±±十一　 ±

　　　　　　±

±± ±

±

　±　　±　±十

一十十　　十

一十　　　十

一十　　　　十一

十十　一一±一

十十　　　　十

十　　　　±　　±

C．Sect．V28脇　スゲ属マスクサ節

σsect．07α6ゴ」85　スゲ属ナキリスゲ節

σsect．Cα縦　スゲ属アゼスゲ節

α　Aスゲ属A

σ　Bスゲ属B

α　Cスゲ属C

α　Dスゲ属D
Cyperaceae　B　スゲ科B

Cyperaceae　C　スゲ科C

Cyperaceae　D　スゲ科D

F　　十十十十一一一

F　　　　　　　一十

F　　　　　十一

F　　十十一±

F

F
F　　　　　　　　　　　　十

F十十十十一一一十
F　　　　　　　　　　一一十

F十十一十一　十　十

　　　一　 ±十　 一　 ±　　　十±　　　±

　　十一一十　　　一　　　十十一　　　十　　一

一一一±±±±±±±十±±一一一±十一

　　　　　　　　±±

十±一一

一±

±

十十十十一　　一十十

十十一十

±
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　　　　　寅
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　＿＋＋　殖
　　　｝　圏
　　　　　勘
　　　　　瞬
　　　　　芸
　　　　　副
　十±　　略
　　　　　冒
±　　　　濃
十十　　　圏
一一　　　嶺
　　　　　δ
　　　　　画
±　±±　颯

　十　　　　（
　一　　　呉
＋　　　　累
一　　　　諦
　　　　　聯

　　±一　副
　　　　　冴
　　　　　爾
　　　＋　畔

Cyperaceae　E　スゲ科E

∠4％ガ」6鵠α舵ぎ5磁HASSK．イボクサ

ルfoπ06ho7血∂α8fηα傭（BuRM．m．）PREsL　コナギ

■観6螂　イグサ属

Poヶgo肱規ごh麗加＠’S．etZ．　ミゾソバ

P　c£α噸励伽LINN．エゾノミズタデ近似種

P　C£勿δ8568η3BLUME　ボントクタデ近似種

R　タデ属
B郷8漉α　ジュンサイ属

亙ψhα7コウホネ属

彫卿加6α　スイレン属

F

S
S
S

F

F

F
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S

S

S
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±　±十±
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±
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第2表（っづき）

産出地点・層準（上段Loc。下段M番号）と産出頻度

種 名
産出
部位 1 2　　4　　　6 8 10 11 12 13　　　14　　　16　　　　17　　　18　　19

1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011　121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041
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Pひ碗∫∫磁ρα」観漉（LINN，）SCOPOLIクロバナロウゲ

惣望磐繧繊難轡蟹キジムシロ属・オラン

0κ認雰　カタノミミ属

加餌魏5嬬画MIQ　ツリフネソウ

升名ψ肱勿ψo競襯（BLUME）MAKINO　ミズオトギリ

功ψ8沈征規オトギリソウ属

函Σぬ　スミレ属

乃α麺　ヒシ属

伽Jo7嬢5アリノトウグサ属

ルf6型碗h85ヶ鈎磁頗LINN．　ミツガシワ

ルfoぬイヌコウジュ属

功ω餌3シロネ属

LabiataeAシソ科A

LabiataeB　シソ科B

Pα醒漉　オミナエシ属

E

E　　一十

S

S

S
S

S

F

F

S

F

F

F

F

F
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十　　一

十十十十十

±

±
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±±一一±一十±
±

±一　　±

十
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±十

±±
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　　　±

　　　±

±一

±　　±
±

一一十

　　　　±

　十一　 十十

一　 一十十

十一十一十　　十十
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隣

ヨ
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零
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広島県西条盆地南部の第四系の層序（水野清秀・南木睦彦）

　植物化石の種類と群集の特徴

　採集同定した全ての植物化石を一覧表にし第2表に示

す．草本で種や属までの同定が困難なものについても，

形態によってA，B，C，Dなどのタイプに分けたものが

ある．ただしこれらの各タイプの中に，さらに複数の種

が含まれる可能性がある．

　各地点各層準産出の植物化石群集の特徴を概観する

と，いずれの群集でも草本化石が種類，量共に多い．こ

の中に寒冷気候の示標種とされるミツガシワを含むもの

も普通に見られる．木本では針葉樹が量的に多く，特に

トウヒ属バラモミ節は，ほとんどの群集に含まれてい

る．モミ属，トウヒ，チョウセンゴヨウ，アカマツ，サ

ワラなどを含む群集も普通である．広葉樹ではハンノキ

が普通に含まれるが，その他の広葉樹は少ない，ただ

し，タイワンブナ近似種を含む群集が今田火山灰層の少

し下位と推定される層準（M32，M33，M37）に集中する

ことは注目される．

　従来の報告

　西条盆地南部での大型植物化石については次のような

報告がある．MIKI（1956）は郷田村“）二神の泥炭層から，

ヒメバラモミ，ヒノキ，ハクウンボク（3塑館のα∬zα），ミ

ツガシワ，ヒロハノエビモ（PO如勉og伽πρ8ψ」鋤祝5）を得て

いる。また粉川（1962b）は18地点から，ヒメバラモミ，チ

ョウセンゴヨウ，シナサワグルミに近似の一種（P枷6砕

坦sp．），セツリミアサガラ属の一種（κ61痂46η470πsp．）5），

ミツガシワ，ヒルムシロ（P伽規09伽π廊漉ぬ5），ミクリ

（勘α誓傭μ勉蜘Joπψ耀規），サジオモダカ（且傭規αμα吻gO一

αg襯♂加）などを得ている．福原（1977）は6地点の西条湖

成層の花粒分析を行ない，いずれの地点でも3－4回の寒

冷期，3回の温暖期が推定できるとし，また寒冷期を示

す層からはミツガシワやチョウセンゴヨウの花粉および

大型化石を得ている．

　以上の報告の詳しい産出地点や層準は明らかではない

が，大型植物化石については，ほとんどが筆者らが同定

した種や属に含まれている．

　ただし粉川（1962b）の報告には，シナサワグルミに近

似の一種やセツリミアサガラ属の一種という重要な分類

群が含まれている．そこで粉川（1962b）の原資料の分類

群やその産出層準について検討した．粉川の原資料中の

多くの分類群は，筆者らの報告のものと重なる．針葉樹

が多く広葉樹をあまり含まない群集が多いことでも一致

する．ただし筆者らが得られなかった重要な種類も含ま

4）　現在の東広島市西条町に含まれる，

5）粉川（1962b）ではアサガラモドキ属の一一種とされているが，これ

も並〃ゴ・伽47・πに対する和名である．

れている．Loc．1付近の岡郷火山灰層の少し上位と思わ

れる層準から，スギ属，モミ属などの葉と共にコウヤマ

キ属（S伽40ρ勿5）の葉が，Loc．18付近の今田火山灰層付

近と思われる層準からトウヒ属バラモミ節の葉，サワラ

の小枝，ハンノキの果実序などと共にキクロカリア属

（の6106α脚）の一種6），オニグルミ属（14απ5）の一種7），

セツリミアサガラ属（磁〃ぎ・伽伽η）の一種が産出してい

る．

　絶滅・消滅植物

　筆者らの得た西条盆地南部の西条層からの植物化石（第

2表）のほとんどは，現生種に同定できるか，もしくは

科，属，亜属，節などの段階に同定がとどまつていて比

較・同定されるべき現生種が決定できないものである．

絶滅もしくは日本列島から消滅したものには，次の3種

類，すなわちコウヨウザン属，タイワンブナ近似種，シ

キシママンサク近似種があるにすぎない．この他にすで

に述べた粉川の未公表資料中には，消滅属キクロカリア

属とセツリミアサガラ属がある．なお黒瀬盆地の西条層

から産出した植物（東元ほか，1985）のうち絶滅ないし消

滅種は，コウヨウザン属とタイワンブナ近似種，および

東元ほか（1985）ではマンサク科とされたシキシママンサ

ク近似種のみである．

　以上の5種類には，市原（1960）によって定義された，

前期更新世以前の地層に特徴的に見られるメタセコイア

植物群の要素はない．コウヨウザン属はメタセコイア植

物群に伴うことが多いが，大阪層群では中期更新世まで

残存する（那須，1972，1980）8）．タイワンブナ近似種とし

たものも同様に中期更新世まで残存する（那須，1972，

1980）9）．シキシママンサク近似種，キクロカリァ属と

セツリミアサガラ属は資料が少なく，その消滅層準は今

のところ不明である．

　以上をまとめると，西条層にはメタセコイア植物群の

要素は存在せず，絶滅ないし消滅種は大阪層群では中期

更新世まで残存したものか，消滅層準が不明のものであ

る．

　3．3　段丘堆積物艮び扇状地・崖錐堆穫物

　西条盆地南部には，河川成の段丘堆積物が広く分布し

6）これは粉川（1962b）でシナサワグルミに近似の一種とされたもの

である．キクロカリア属はクルミ科の植物でかつてはサワグルミ属
（P肋‘α脚）に含められていた．

7）内果皮表面に4本の不明瞭なうね状の隆起がみとめられ，中央横
断面に小腔が8個ある．NIREI（1975）の同定基準によると小腔の数
ではマンシュウグルミ（．み彫αηゐh邸漉α）ということになるが，内果皮

表面の溝が不明瞭な点はオニグルミ（■5励oJ4顔α）にも似る．

8）　これは三木（1948）がコウヨウザン属を報告した京都市伏見区谷口

追泉堂（三木のLoc．47）が大阪層群のMa6層準（中部更新統）に相当

することに基く（那須私信）．

9）那須（1972，1980）ではタイワンブナ（Eαgμ5h妙磁8）とされている．
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ている．これらは段丘面の比高や保存状態，堆積物の性

質等から少なくとも新旧2群に区分が可能であり，それ

ぞれ上位及び下位段丘堆積物と呼ぶ．また，盆地の縁辺

部には，扇状地成ないし崖錐成の堆積物が分布している

が，これらも同じような基準で新旧2群に区分でき，そ

れぞれ古期及び新期扇状地・崖錐堆積物と呼ぶ．古期及

び新期扇状地・崖錐堆積物は，それぞれ上位及び下位段

丘堆積物と近い時代の堆積物であると考えられる．これ

らの地層は，花嵩岩，流紋岩類や西条層を不整合に覆

う．

　3．3．1上位段丘堆積物

　上位段丘堆積物は，古河川の南部，柏原から吉郷，三

升原，小滝原にかけての地域と森近付近に分布している

（第3図）．西条層を不整合に覆い，台地の上部を構成し

ている．段丘面は一般に比較的保存が良いが，古河川付

近では，かなり開析されている．沖積面との比高は約

10－30mである．堆積物は，厚さ5－10m，中一大礫大

の主として流紋岩類の亜円一亜角礫で構成される礫層の

みからなることが多い．まれに薄い砂層，シルト層を挟

むことがある．典型的な層相を第5図に示す．礫は比較

的新鮮であるが，中礫の中には幾らか風化したものが見

られる．礫層の基質は砂質で，部分的に火山灰質粘土が

見られ，締っていて，淡褐色を呈する。段丘面の高度

は，全体として南部から落合付近に向って緩やかに減少

し，これに対応して地層の層厚や礫径も減少する．段丘

面の高度や礫径の変化から見て，礫は柏原の南西，森近

の南，小滝原の南東など複数の地点から供給されたと考

えられる，

　この上位段丘堆積物と下位の西条層との境界は，一般

的には明瞭である．すなわち，柏原から小滝原に至る地

域では，上位段丘堆積物は粗粒の礫層からなり，シルド

層，砂層の互層を主体とする西条層とは異なっている．

ただ落合付近では，上位段丘堆積物の粒径はかなり細か

くなり，層相では西条層との境界をおさえにくいことが

ある．

　3．3．2　下位段丘堆積物

　下位段丘堆積物は，古河川の北部，吉川から二神，古

河，東子，呉市貯水池の周辺にかけての地域と，柏原の

南から吉郷にかけての地域に広く分布し，また上郷付近

などに小規模に分布している（第3図）．これらの地層

は，さらに細かく区分される可能性がある。基盤岩や西

条層を不整合に覆い，また柏原の南（Loc．24）では，上

位段丘堆積物を削り込んでいる．段丘面は一般に保存が

良いが，二神から古河にかけては，かなり開析されてい

るところがある．また段丘面は，谷の中心部に向って緩

く傾斜し，その勾配は一般に上位段丘面よりも急であ

る．沖積面との比高は，吉川から古河にかけての地域で

は10－20m，柏原の南から吉郷の南にかけての地域や呉

市貯水池周辺では5－10mであり，昼原や東子の北方で

は，沖積面とほとんど差がなく，側方へ連続する，堆積

物は厚さ3－8m，中粒一粗粒砂層主体のシルト層，砂

層，花嵩岩及び流紋岩類の礫からなる中一細礫層の互層

である．また古河川周辺に分布する本層中には，やわら

かい泥炭層と1枚の火山灰層を挟有することがある（第

　　　　　　　第5図　上位段丘堆積物の露頭
　　　　　　　　　　柏原（Loc．22，第3図参照），ハンマーの柄の長さは約60cm．
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広島県西条盆地南部の第四系の層序（水野清秀・南木睦彦）
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6図）．堆積物はルースで新鮮である．

　下位段丘堆積物と西条層の境界は容易に求まる．両者

は層相がよく似ているが，固結度が異なる．下位段丘堆

積物は西条層に比べ一般にルースである．一方，下位段

丘堆積物は上位段丘堆積物に比べ，一般にシルト層，砂

層を挟むことが多く，また礫がほとんど風化していない

ことや固結度が小さいことで異なっており，両者は区別

できる．

　古河川周辺に分布する下位段丘堆積物中には，1枚の

火山灰層が比較的広範囲にわたって見られる．その諸特

徴を第1表に示す．火山灰層は，厚さ25－50cm，明灰

白色，中一細粒で火山ガラスが主体である．ガラスの形

状は偏平型が多く，屈折率はnニ1．497－1．500である．

少量含まれる重鉱物は斜方輝石が多く，その他単斜輝

石，角閃石が含まれる．斜方輝石の屈折率は
γ＝1。700－1．734である．この火山灰層は，黒瀬盆地の

下位段丘堆積物中に挟在するもの（東元ほか，1985）と同

一層である．

　3．3．3古期扇状地・崖錐堆積物

　古期扇状地・崖錐堆積物は，小滝原の東方の流紋岩類

からなる山地のへりに広く発達する（第3図，第1図）．

複合扇状地の形態を示す．堆積物は，厚さ10m程度，

アルコース砂層と，主として中一大礫の流紋岩類の亜角

礫層よりなる砂礫層であり，礫は幾らか風化している．

また基質はややシルト質の細一中粒砂で淡褐色を呈して

いる．

　3．3．4　新期扇状地・崖錐堆積物

　新期扇状地・崖錐堆積物は，柏原の南西，今田南部，

小滝原の南方などの基盤岩の分布する山地の縁辺部に小

規模に点在する（第3図）．堆積物は，厚さ5m前後，

中一大礫大，ところにより巨礫を含む花嵩岩，流紋岩類

の亜角一角礫層が主体である．礫及び基質は新鮮であ

る．

　3．4沖積鷹

　沖積層は，現河川による主として氾濫原堆積物であ

り，昼原の北東から北部及び東子の北に分布し，また古

河川，黒瀬川流域に幅狭く見られる（第3図）．堆積物

は，厚さ5－15m，シルト層，砂層，礫層からなり，全

体として砂層が優勢である．堆積物はルースで新鮮であ

る．
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地質調査所月報（第37巻第4号）

4．周辺地域の第四系との対比

　4．1西条麟

　西条層は，西条盆地南部のほか，黒瀬盆地や西条盆地

北部，西条盆地の東方にあたる高屋町に広く分布してい

る（第1図）．

　黒瀬盆地の西条層は，丘陵地を構成し，地表で観察さ

れる厚層は約30－35m，盆地の中心部では，砂層優勢な

シルト層との互層または砂層が主体で，多数の植物化石

を含む層と6枚の比較的連続する火山灰層を挟有する

（東元ほか，1985）．このような層相は，西条盆地南部の

古河川周辺地域とよく似ていて，同じような堆積環境に

あったものと考えられる．しかし黒瀬盆地では，その縁

辺部に扇状地あるいは崖錐成の流紋岩，花嵩岩礫からな

る礫層（礫相）が発達していて，この点で西条盆地と異な

つている．

　西条盆地南部と黒瀬盆地の西条層には，ともに岡郷火

山灰層が挟在している．他の火山灰層には，両盆地間で

確実に対比できるものはない．岡郷火山灰層を基準にし

た両地域での模式柱状図を第7図に示す．少なくとも岡

郷火山灰層を中心とした層準は，両盆地に分布している

ことになる．また両地域での地層の堆積速度がほぼ一定

であると仮定すると，地表に露出している部分では，西

条盆地南部のほうがより下位からはじまっている．黒瀬

盆地では，西条層の基底すなわち基盤岩類を覆っている

最下部の層準が地表で見られないので，黒瀬盆地での基

底層準は，正確には明らかではないが，基盤岩類の分布

状態から判断すると，地表下での西条層の層厚は薄いと

考えられる．従って黒瀬盆地の西条層基底の層準は，西

条盆地南部の基底とほぼ同じか，むしろ少し上位になる

可能性が大きい．今後西条盆地を含めてボーリングデー

タによる詳しい検討が必要である．一方，見かけ上の堆

積終了の時期は，西条盆地南部のほうが早い．ただし西

条盆地南部では，最上部の層準が段丘堆積物に削り取ら

れてしまった可能性もある．

　西条盆地北部の基盤沿いから高屋町にかけての丘陵地

に分布する西条層は，基盤の黒雲母花崩岩にオーバーラ

ップあるいはアバット状にのり，10m前後の層厚があ

る．高屋町周辺に分布する本層は，広島県（1985）では白

市砂礫層と呼ばれている．堆積物は，流紋岩類及び花歯

岩類まれに“古生層”の中礫大の亜円一亜角礫層とアル

コース粗粒砂層が主体で，薄いシルト層，粘土層を挟む

ことが多い．これらは主として河川成の堆積物と考えら

れる．薄い火山灰層を挟有することがあるが，著しく風

化し粘土化していて，対比には有効でない．また，植物

黒瀬盆地

（火山灰層）

　市ケ原

保田

国近

桧谷

岡郷

楢原

第7図

）

匹
贋炭質層

西条盆地南部

（火山灰層）

一一一一一岡郷

今田

）
炭炭質層

黒瀬盆地，西条盆地南部の西条層対比図
（東元ほか，1985）
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O

化石も発見されていない．ただ地層の傾斜が緩やかであ

り，西条盆地南部の西条層と連続的に分布する（第1図）

ことから，西条盆地南部の西条層と大きく時代の異なっ

た堆積物とは考えられない．ただし，地層の層厚が10

m程度しかないことから，西条盆地南部の西条層の一

部の層準に相当するか，あるいは前後の時期の堆積物で

あろう．

　西条層の堆積場は，上述のように大きく北から，西条

盆地北部から高屋町にかけての地域，西条盆地南部，黒

瀬盆地の3地域に分けられる．これら3地域の西条層

は，正確には堆積開始時期と終了時期が少しずっ異なる

ようである．
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広島県西条盆地南部の第四系の層序（水野清秀・南木睦彦）

　4．2　段丘堆種物及び扇状地・崖錐堆積物

　黒瀬盆地の黒瀬川沿いには，河川成の段丘堆積物が分

布している．これらは，西条盆地南部の場合と同じ基準，

すなわち段丘面の比高，保存状態や堆積物の性質等から

上位と下位の2群に区分されている（東元ほか，1985；

第1図〉．黒瀬盆地の上位段丘堆積物は，西条盆地南部

の上位段丘堆積物と類似して，堆積物は風化しているも

のもあるが著しい風化は受けていない．両層は鍵層にな

るものがなく，分布も連続していないので，両盆地間で

の直接的な対比はできないが，年代が大きく異なるもの

ではないと考えられる．一方，両地域で下位段丘堆積物

としたものは，ともに新鮮な堆積物であり，また同一の

ガラス質火山灰層を挟有する地層を含んでいることか

ら，ほぼ同時期の堆積物と考えられる．

　西条盆地の北部や高屋町南部には，段丘と扇状地の中

間的な地形を有する堆積地形が小規模に分布する（第1

図）が，これらの地形を構成する堆積物は，新鮮である

こと等から，下位段丘堆積物に相当するものであろう．

　扇状地・崖錐堆積物は，黒瀬盆地縁辺部に広く分布す

る（第1図）．これらは東元ほか（1985）で崖錐堆積物と呼

ばれたものであり，西条盆地南部と同じ基準で古期及び

新期のものに区分される．しかし古期と新期の境界は，

段丘堆積物ほど明瞭ではない．古期扇状地・崖錐堆積物

は，礫が風化しているものが多く，中には赤褐色化して

著しく風化している堆積物がある．このような極度に風

化した地層は，古期の中でもより古いものであり，西条

盆地南部では見られない．新期扇状地・崖錐堆積物は，

新鮮な堆積物であり，西条盆地南部のものとほぼ同時期

の堆積物とみなせる．

　西条盆地西部には，古期扇状地・崖錐堆積物にあたる

くさり礫化した亜角一角礫層が比較的広く分布する（第

1図）．

5．堆積年代

　西条層の年代については，東元ほか（1985）にまとめら

れている．東元ほか（1985）は，黒瀬盆地の西条層中の岡

　　　　　　　　　　ならはら郷火山灰層及びその下位の楢原火山灰層（第7図）のフィ

ッション・トラック年代をそれぞれ0．57±0．09Ma，

0．61±0．11Maと求め，その年代値は信頼性が高いとみ

なした．また岡郷火山灰層を，鉱物組成，火山ガラスの

形状，火山ガラス・斜方輝石の屈折率等の類似性やフィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とがッション・トラック年代値から，大阪層群中の栂火山灰

層（吉川，1976，1984；第1表）に対比した．さらに黒瀬

盆地の西条層中にはメタセコイア植物群（市原，1960）の

要素が見られないことから，これを総合して，西条盆地

南部の西条層の層準も考慮に入れて，西条層全体の年代

を約70－50万年と推定した，年代に関して，本論文で付

け加えるデータはない．岡郷火山灰層と栂火山灰層の対

比については再検討中である．両火山灰層の構成鉱物を

細かく比較した結果，栂火山灰層の中に岡郷火山灰層と

異なる特徴をもつ角閃石が少量含まれていることがわか

った．これらは，堆積時または堆積後に混入した可能性

もある．今後火山ガラス及び鉱物の化学組成の比較等の

十分な検討が必要である．

　上位段丘堆積物の年代にっいては，直接的なデータは

ないが，東元ほか（1985）で述べられているように，堆積

物が極度の風化を受けていないこと等から判断して，関

東地方の「下末吉層」頃の年代か，それよりは少し新し

い時期のものであると考える．また，下位段丘堆積物中

に挟在する火山灰層は，東元ほか（1985）で指摘されてい

　　　　あいらるように，姶良Tn火山灰層（町田・新井，1976）や同時

　　　　　　　　　　　　い　と期の噴出物と考えられている入戸火砕流（町田・新井，

1976）と鉱物組成，火山ガラス・斜方輝石の屈折率等の

岩石学的特徴がよく一致し（第1表），本火山灰層は，姶

良Tn火山灰層に対比される．火山灰層の対比に従え

ば，姶良Tn火山灰層の年代が約21，000－22，000年と見

積られている（町田・新井，1976）ことから，下位段丘堆積

物は，約2万年前前後のものと考えられる．扇状地・崖

錐堆積物の年代を直接示すデータはないが，堆積物の風

化の程度等から，古期扇状地・崖錐堆積物は上位段丘堆

積物と，新期扇状地・崖錐堆積物は下位段丘堆積物と，

ほぼ同時期または近い時期のものであると考えられる．

6．　ま　と　め

　広島県南部の西条盆地南部には，第四系が広く分布し

ている．第四系は，西条層，段丘堆積物，扇状地・崖錐

堆積物及び沖積層に区分される（第2図）．

　西条層は，層厚約40mで，主としてアルコース砂層

とシルト層の互層，部分的に礫層からなる河川成ないし

湖沼成の堆積物であり，多数の植物化石を含む層と2枚

の比較的連続する火山灰層（今田，岡郷火山灰層）を挟有

する．岡郷火山灰層は，黒瀬盆地にも広く分布し，対比

上重要である．西条層の大型植物化石群集の多くは，ト

ウヒ属バラモミ節などの針葉樹が優占することで特徴づ

けられる．またいくつかの絶滅・消滅植物が含まれてい

るが，この中にはメタセコイア植物群の要素はない．堆

積年代は，火山灰層の対比や植物化石群集などから，約

70－50万年前と考えられる．

　段丘堆積物は，上位と下位の2層に分けられ，どちら

も段丘面の保存は比較的良い．これらは河川成の砂礫層

一一199一



　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報，（第37巻

で，西条層を不整合に覆い，その堆積年代は，上位のも

のは後期更新世の前半，下位のものは約2万年前である

と考えられる．

　扇状地・崖錐堆積物は，礫層が主体であり，新旧2群

に区分され，それぞれ上位及び下位段丘堆積物と近い時

期の堆積物と考えられる．

　沖積層は，現河川に沿って分布する主として氾濫原堆

積物であり，シルト層，砂層，礫層からなる．
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